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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】節電モード(Power-save mode)を具備する超音
波システムを提供する。
【解決手段】超音波システムは、供給電源を出力する電
源供給部と、対象体に超音波信号を送信して前記対象体
から反射される超音波信号を受信し、前記対象体の超音
波映像を形成する超音波診断部と、前記電源供給部と前
記超音波診断部との間に接続されるスイッチング部と、
前記スイッチング部を制御して前記超音波診断部の動作
状態に応じて前記電源供給部から前記超音波診断部へ電
源を供給するための制御部とを備える。前記電源供給部
は、前記超音波診断部及び前記制御部それぞれに電源を
供給する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
供給電源を出力する電源供給部と、
対象体に超音波信号を送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信し、前記対象
体の超音波映像を形成する超音波診断部と、
前記電源供給部と前記超音波診断部との間に接続されるスイッチング部と、
前記スイッチング部を制御して前記超音波診断部の動作状態に応じて前記電源供給部から
前記超音波診断部へ電源を供給するための制御部と、
を備え、前記電源供給部は前記超音波診断部及び前記制御部それぞれに電源を供給する超
音波システム。
【請求項２】
前記制御部は、前記超音波診断部が動作状態であるかを確認し、前記超音波診断部が所定
の時間動作しなければ第１制御信号を生成して前記スイッチング部をオフ状態に切替える
ことを特徴とする請求項１に記載の超音波システム。
【請求項３】
前記制御部は、前記スイッチング部がオフ状態に切替えられる前に前記超音波診断部の動
作情報を抽出することを特徴とする請求項２に記載の超音波システム。
【請求項４】
前記動作情報を格納する格納部をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の超音波
システム。
【請求項５】
ユーザから入力の提供を受ける入力部をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の
超音波システム。
【請求項６】
前記制御部は前記入力部を通じた前記ユーザ入力に基づいて、前記スイッチング部をオン
状態に切替えるための第２制御信号を生成し、前記格納部から前記動作情報を読み出して
前記超音波診断部へ伝送することを特徴とする請求項５に記載の超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波分野に関するものであって、特に節電モード(Power-save mode)を具
備する超音波システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　超音波システムは、多様に応用されている重要な診断システムのうちの一つである。特
に、超音波システムは対象体に無侵襲及び非破壊特性を有しているため、医療分野で広く
用いられている。近来の高性能超音波システムは対象体内部の２次元または３次元映像を
生成するのに用いられる。
【０００３】
　一般に、超音波システムは、超音波信号を送信及び受信するために広帯域の変換素子を
含むプローブを備える。変換素子が電気的に刺激されると超音波信号が生成されて人体に
伝達される。人体に伝達された超音波信号は人体内部組織の境界で反射され、人体組織の
境界から変換素子に伝達される超音波エコー信号は電気的信号として変換される。変換さ
れた電気的信号を増幅及び信号処理して組織の映像のための超音波映像データが生成され
る。
【０００４】
　このような超音波システムはユーザによって一定の時間用いられない状態でも持続的に
電源が供給されて動作し続ける。その結果、超音波システムの動作によって高温の熱が発
生し、超音波システムの正常な動作のためには発生した熱を冷却しなければならない。従
って、従来の超音波システムは冷却装置による騒音と高温の熱の放出によってユーザだけ
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でなく患者に不快感を与え、電力を多く消費するだけでなく、寿命を短縮させる問題があ
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、前述した問題を解決するためのものであって、節電モード(Power-save mode
)を具備する超音波システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施例による超音波システムは、供給電源を出力する電源供給部と、対象体に
超音波信号を送信して前記対象体から反射される超音波信号を受信し、前記対象体の超音
波映像を形成する超音波診断部と、前記電源供給部と前記超音波診断部との間に接続され
るスイッチング部と、前記スイッチング部を制御して前記超音波診断部の動作状態に応じ
て前記電源供給部から前記超音波診断部へ電源を供給するための制御部とを備え、前記電
源供給部は前記超音波診断部及び前記制御部それぞれに電源を供給する。
【発明の効果】
【０００７】
　前述したように本発明によれば、節電モードを備える超音波システムにより、冷却装置
による騒音、高温の熱放出及び電力消費を減少させることができるだけでなく、超音波シ
ステムの寿命を延長させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、添付した図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１に示した通り、本発明による超音波システム(１００)（超音波映像ディスプレイ装
置）は、電源供給部(１１０)、スイッチング部(１２０)、超音波診断部(１３０)、システ
ム制御部(１４０)及び格納部(１５０)を備える。そして、超音波システム(１００)は、図
示されていないが、ユーザからの入力の提供を受けるユーザ入力部をさらに備える。ユー
ザ入力部はコントロールパネル、マウス、キーボード、トラックボール、フットスイッチ
などを備えることができる。格納部(１５０)は、超音波診断部(１３０)の駆動に必要なデ
ータを格納する。
【０００９】
　電源供給部(１１０)は、超音波診断部(１３０)とシステム制御部(１４０)へ電源を供給
する。スイッチング部(１２０)は電源供給部(１１０)と超音波診断部(１３０)の間に接続
され、システム制御部(１４０)の制御によってオン及びオフ状態に切替えて電源供給部(
１１０)からの電源を超音波診断部(１３０)へ供給及び遮断する。
【００１０】
　超音波診断部(１３０)は、システム制御部(１４０)の制御によって超音波信号を対象体
に送信して対象体から反射される超音波信号を受信して対象体の超音波映像を形成する。
【００１１】
　ユーザによって超音波システム(１００)がパワーオフ状態からパワーオン状態に転換さ
れれば、システム制御部(１４０)は電源供給部(１１０)から電源の供給を受けて初期化過
程を経てブーティング（ｂｏｏｔｉｎｇ）を完了する。以後、システム制御部(１４０)は
電源供給部(１１０)からの電源を超音波診断部(１３０)に供給して超音波診断部(１３０)
をパワーオン状態に切替えるためにスイッチング部(１２０)をオン状態に切替える第１制
御信号を生成し、生成された第１制御信号をスイッチング部(１２０)へ伝送する。システ
ム制御部(１４０)は、超音波診断部(１３０)がパワーオン状態に切替えられると、格納部
(１５０)から超音波診断部(１３０)を駆動するためのデータを読み出し、読み出されたデ
ータを超音波診断部(１３０)へ伝送する。
【００１２】
　システム制御部(１４０)は、超音波信号の送受信、受信された信号処理、ユーザの入力
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部操作による処理などのような超音波診断部(１３０)の動作の有無を判断し、事前に設定
された時間超音波診断部(１３０)が動作しないものと判断されると超音波診断部(１３０)
のハードウェア状態、イメージ設定などに関する情報(以下、超音波診断部動作情報とい
う)を超音波診断部(１３０)から抽出して格納部(１５０)に格納し、電源供給部(１１０)
から超音波診断部(１３０)に供給される電源を遮断して超音波システム(１００)を節電モ
ード(Power-save mode)状態に切替えるためにスイッチング部(１２０)をオフ状態に切替
える第２制御信号を生成し、生成された第２制御信号をスイッチング部(１２０)へ伝送す
る。
【００１３】
　システム制御部(１４０)は、ユーザによる入力部操作があるものと判断されると超音波
診断部(１３０)を再びパワーオン状態に切替えるために第１制御信号を生成し、生成され
た第１制御信号をスイッチング部(１２０)へ伝送し、超音波診断部(１３０)を節電モード
以前の動作状態に復元させるために格納部(１５０)に格納された超音波診断部動作情報を
読み出して超音波診断部(１３０)に伝送する。
【００１４】
　本発明が望ましい実施例を通じて説明され例示されたが、当業者であれば添付した特許
請求の範囲の事項及び範疇を逸脱せず、様々な変形及び変更がなされることが分かる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例による超音波システム（超音波映像ディスプレイ装置）の構成を
示すブロック図である。
【符号の説明】
【００１６】
１１０電源供給部
１２０スイッチング部
１３０超音波診断部
１４０システム制御部
１５０格納部
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